
○
　
小
川
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

　
　
綺
麗
に
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
る
、
高
級
な
家
。 

　
　
壁
際
の
棚
に
は
、
沢
山
の
種
類
の
お
酒
が
置
か 

　
　
れ
て
い
る
。 

　
　
外
は
か
な
り
騒
が
し
く
、
置
か
れ
て
い
る
お
酒 

　
　
が
少
し
揺
れ
て
い
る
。 

　
　
小
川
大
介
（
５
７
）
、
壁
際
に
置
か
れ
て
い
る 

　
　
大
き
な
姿
見
の
前
で
ス
ー
ツ
を
着
て
、
ネ
ク
タ 

　
　
イ
を
締
め
て
い
る
。
後
ろ
に
振
り
返
り
な
が
ら
、 

大
介
「
な
ぁ
、
こ
れ
で
ど
う…

」 

　
　
振
り
返
る
が
、
誰
も
お
ら
ず
、
言
葉
を
詰
ま
ら 

　
　
せ
る
。 

大
介
「
あ
ぁ
」 

　
　
も
う
一
度
鏡
を
見
て
、
身
な
り
を
確
認
し
、
お 

　
　
酒
の
棚
の
前
ま
で
歩
い
て
行
く
。
棚
の
前
で
腕 

　
　
を
組
み
、
真
剣
に
棚
を
眺
め
る
。 

　
　
少
し
時
間
が
経
ち
、 

大
介
「
脚
立
、
持
っ
て
来
て
く
れ
」 

　
　
外
は
騒
が
し
い
。 

　
　
大
介
、
た
め
息
を
吐
き
、 

大
介
「
も
う
、
歳
だ
な
」 

　
　
部
屋
の
角
に
置
か
れ
て
い
る
、
脚
立
の
方
へ
歩 

　
　
い
て
い
く
。
木
製
の
移
動
式
脚
立
を
押
し
、
お 

　
　
酒
の
棚
の
前
に
置
く
。
キ
ャ
ス
タ
ー
の
ロ
ッ
ク 

　
　
を
か
け
、
脚
立
を
登
っ
て
い
く
。 

　
　
脚
立
の
先
に
は
、
一
つ
だ
け
特
別
な
装
飾
を
さ 

　
　
れ
た
棚
が
あ
る
。 

　
　
大
介
、
脚
立
を
登
り
、
装
飾
の
な
さ
れ
て
い
る 

　
　
棚
の
鍵
を
開
け
、
開
く
。 

　
　
中
に
は
、
１
９
７
１
年
製
　D

R
C

　
ロ
マ
ネ
・ 

　
　
コ
ン
テ
ィ
が
入
っ
て
い
る
。 

　
　
大
介
、
ボ
ト
ル
を
見
て
、 

大
介
「
最
後
は
、
お
前
だ
な
」 

　
　
慎
重
に
ボ
ト
ル
を
取
り
、
脚
立
を
降
り
て
く
る
。 

　
　
ボ
ト
ル
を
机
に
置
き
、
ガ
ラ
ス
棚
か
ら
バ
ル
ー 

　
　
ン
型
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
グ
ラ
ス
を
取
り
出
し
、 

　
　
机
に
置
く
。
引
き
出
し
か
ら
、
ワ
イ
ン
オ
ー
プ 

　
　
ナ
ー
を
取
り
出
し
、
慎
重
に
ワ
イ
ン
の
コ
ル
ク 

　
　
を
開
け
る
。
ワ
イ
ン
を
慎
重
に
グ
ラ
ス
に
入
れ
、 
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大
介
「
（
ぼ
そ
っ
と
）
せ
め
て
、
２
日
前
に
分
か
っ 

　
　
て
た
ら
な
ぁ
」 

　
　
ワ
イ
ン
の
香
り
を
ゆ
っ
く
り
と
嗅
ぎ
、
目
を
瞑 

　
　
り
、
ゆ
っ
く
り
と
ワ
イ
ン
を
口
に
流
し
込
む
。 

　
　
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
る
。 

　
　
外
は
さ
ら
に
騒
が
し
い
。 

　
　
大
介
、
ワ
イ
ン
を
飲
み
干
し
、
部
屋
を
出
て
行 

　
　
く
。 

○
　
同
・
書
斎
（
朝
） 

　
　
大
介
、
引
き
出
し
か
ら
紙
と
ペ
ン
を
取
り
出
し
、 

　
　
紙
に
『
最
高
級
ワ
イ
ン
あ
り
。
楽
し
ん
で
』
と 

　
　
大
き
な
字
で
書
く
。
紙
に
テ
ー
プ
を
貼
り
、
紙 

　
　
を
持
っ
て
出
て
行
く
。 

○
　
同
・
玄
関
（
朝
） 

　
　
大
介
、
紙
を
靴
棚
に
置
き
、
靴
箱
か
ら
綺
麗
な 

　
　
革
靴
を
出
し
、
靴
べ
ら
を
使
っ
て
革
靴
を
履
く
。 

　
　
外
は
騒
が
し
い
。
　
　 

　
　
紙
を
持
ち
、
大
き
く
深
呼
吸
し
、
外
に
出
る
。 

○
　
同
・
前
（
朝
） 

　
　
大
介
、
紙
を
持
っ
て
出
て
来
る
。 

　
　
外
は
火
事
な
ど
が
起
こ
っ
て
お
り
、
人
々
は
暴 

　
　
れ
回
っ
て
い
る
。 

　
　
大
介
、
玄
関
を
開
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
、
玄
関 

　
　
の
横
に
紙
を
貼
り
、
歩
い
て
行
く
。 

　
　
放
火
を
行
っ
て
い
る
男
性
、
大
介
が
貼
っ
た
紙 

　
　
を
見
て
、 

男
性
「
（
周
り
に
）
酒
だ
ー
！
」 

　
　
人
々
、
大
介
の
家
に
入
っ
て
い
く
。 

　
　
大
介
、
家
の
方
を
一
瞥
し
、
そ
の
隙
に
歩
い
て 

　
　
行
く
。 

○
　
大
通
り
（
朝
） 

　
　
道
は
荒
れ
て
い
る
が
、
人
は
誰
も
い
な
い
。 

　
　
大
介
、
道
路
の
真
ん
中
を
歩
い
て
い
る
。
周
り 

　
　
を
見
渡
し
な
が
ら
、
歩
い
て
い
る
。 

大
介
「
こ
う
な
る
の
か…

」 

　
　
大
介
、
歩
い
て
い
る
。 
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○
　
同
（
回
想
） 

　
　
大
介
、
ス
ー
ツ
で
歩
道
を
歩
い
て
い
る
。 

　
　
人
は
多
く
、
賑
わ
っ
て
お
り
、
綺
麗
な
街
並
み
。 

　
　
大
介
、
老
舗
の
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
店
の
『
レ
ガ 

　
　
シ
ー
・
テ
ー
ラ
ー
ズ
』
に
入
っ
て
行
く
。 

○
　
同
（
朝
） 

　
　
大
介
、
『
レ
ガ
シ
ー
・
テ
ー
ラ
ー
ズ
』
の
前
に 

　
　
立
っ
て
い
る
。 

　
　
店
の
看
板
は
落
ち
、
ガ
ラ
ス
も
割
れ
て
い
る
。 

　
　
大
介
、
入
り
口
を
開
け
、
中
に
は
い
る
。 

○
　
レ
ガ
シ
ー
・
テ
ー
ラ
ー
ズ 

　
　
大
介
、
入
っ
て
来
る
。 

　
　
ガ
ラ
ス
が
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
人
の
気
配
は
無 

　
　
い
。 

大
介
「
す
い
ま
せ
ん
」 

　
　
大
介
の
声
が
、
店
内
を
こ
だ
ま
す
る
。 

　
　
大
介
、
た
め
息
を
吐
き
、
出
て
行
こ
う
と
す
る 

　
　
と
、
奥
か
ら
林
修
平
（
５
６
）
、
出
て
来
て
、 

修
平
「
小
川
様
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
日 

　
　
は
、
お
一
人
で
す
か
？
」 

　
　
大
介
、
振
り
返
っ
て
、 

大
介
「
み
ん
な
、
家
族
と
時
間
を
過
ご
し
て
る
」 

修
平
「
そ
う
で
す
か…

」 

大
介
「
今
日
は
、
臨
時
休
業
か
と
」 

修
平
「
１
１
２
年
前
に
こ
の
店
が
出
来
て
か
ら
、
１ 

　
　
日
た
り
と
も
休
業
し
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

　
　
戦
争
の
時
で
さ
え
」 

大
介
「
今
日
は
、
戦
争
な
ど
と
言
う
レ
ベ
ル
で
は
無 

　
　
い
だ
ろ
？
」 

修
平
「
あ
な
た
こ
そ
。
こ
ん
な
日
に
店
を
訪
ね
て
来 

　
　
る
人
な
ん
て
、
居
ま
せ
ん
よ
」 

　
　
大
介
、
少
し
微
笑
み
、 

大
介
「
頼
ん
で
い
た
ス
ー
ツ
を
取
り
に
来
た
」 

修
平
「
ご
用
意
で
き
て
ま
す
」 

　
　
奥
へ
入
っ
て
行
く
。 

　
　
大
介
、
店
内
を
見
て
い
る
と
、 

町
内
放
送
「
お
い
！
　
今
日
で
こ
の
地
球
は
終
わ
る 
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ん
だ
！
　
隕
石
な
ん
て
の
は
嘘
だ
！
　
世
界
連 

　
　
合
の
陰
謀
な
ん
だ
！
　
世
界
は
、
世
界
連
合
の 

　
　
せ
い
で
終
焉
を
迎
え
る
ん
だ
！
　
う
わ
ー
」 

　
　
大
介
、
外
を
見
る
。 

　
　
修
平
、
ス
ー
ツ
を
持
っ
て
や
っ
て
来
る
。 

修
平
「
こ
ち
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

　
　
大
介
、
ス
ー
ツ
を
見
て
、 

大
介
「
今
、
着
て
も
い
い
か
？
」 

修
平
「
え
ぇ
、
も
ち
ろ
ん
」 

　
　
試
着
室
を
開
け
る
。 

　
　
大
介
、
ス
ー
ツ
を
持
っ
て
、
試
着
室
に
入
る
。 

　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
大
介
、
新
品
の
ス
ー
ツ
を
着
て
、
出
て
来
る
。 

大
介
「
完
璧
だ
」 

修
平
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
着
て
お
ら
れ
た 

　
　
ス
ー
ツ
は
梱
包
な
さ
い
ま
す
か
？
」 

大
介
「
大
丈
夫
だ
。
も
う
、
着
る
こ
と
は
無
い
」 

　
　
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
財
布
を
取
り
出
す
。 

修
平
「
お
題
は
結
構
で
す
。
も
う
、
使
う
こ
と
は
あ 

　
　
り
ま
せ
ん
か
ら
」 

大
介
「
そ
う
だ
な
」 

　
　
大
介
、
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
財
布
を
入
れ
る
。 

大
介
「
（
外
を
見
な
が
ら
）
最
高
の
最
後
を
迎
え
ら 

　
　
れ
そ
う
だ
」 

修
平
「
私
も
で
す
。
最
後
の
お
客
様
が
、
貴
方
で
良 

　
　
か
っ
た
」 

大
介
「
あ
り
が
と
う
」 

修
平
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

　
　
カ
メ
ラ
、
ド
ン
ド
ン
と
引
い
て
い
き
、
地
球
が 

　
　
映
し
出
さ
れ
る
。 

○
　
地
球 

　
　
大
き
な
隕
石
、
地
球
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
き
て 

　
　
い
る
。
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